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▼報告書の扱い、および記入にあたっての注意点 

この報告書（精算報告書以外）は、ホームページなどで公開する予定ですので、広く読まれることを想定してご記入ください。また、編集段階

で、表記・表現等を事務局で編集する場合がありますので、あらかじめご了承ください。語尾の表現は「です・ます」調でお願いします。報告書

に掲載するため活動の内容がよくわかる写真（２枚程度。写真の肖像権問題がないものの提出をお願い致します）を添付して下さい。 

 

１．助成プロジェクト名 

夏休み みんなで集まって宿題をしよう！そして楽しいこともしよう～ 

２．プロジェクトの内容（※当初予定と変更がない場合は、応募申請書に記載のものでも可） ３００文字程度 

夏休みといえばたくさんの宿題です。 

家ではなかなか進まないし、親への負担も大きい。このストレスとなる部分を大学生ボランティアさんや高校生ボ

ランティアさんにお願いさせてもらい、見守っていただける環境の中で宿題を早く終わらせてスッキリしちゃおう！ 

また、頑張って宿題をした後は、軽食やかき氷などを準備し、お褒美タイムをもちたいと思っています。 

 

３．プロジェクトの実施で得られた「結果」(OUTPUT。実施回数や参加者数など)、「成果」(OUTCOME。事業によって生

まれた直接的な変化)、「社会的な変化」（IMPACT。事業が社会に与えた影響）などの『効果』 ３００文字程度 

実施回数は 6 回。 

参加人数は、子ども 79 人。高校生ボランティアさん 19 人。大学生ボランティアさん 1 人。大人のボランティアさん 1

人。合計 100 人の方が参加をしてくれました。 

この企画をさせていただき、宿題を始めお昼ご飯や遊ぶ時間を作ったことが親の負担を減らせ「大変助かりまし

た！また来年も是非お願いします。」の感謝の言葉をたくさんいただきました。 

子どもたちからは、「行く場所がないから岡ちゃんちに行けて良かった！」「宿題して帰ったらママに褒められた。」

など親御さんとの関係を保つ役割も果たせたのではないかなと思います。 

また SNS で活動を上げていたことで、見た方から「こんな素敵なことをしてくださっていたんですね。来年も開催し

ますか？」と時間が経った今でもこの企画についての問い合わせがありました。 

また、開催する度に SNS で報告をさせてもらっていたので、見てくださった方からご支援のお品が届き、地域の方

に支えていただき、親御さんには喜んでいただけ、子どもたちは楽しく宿題ができました。 

４．プロジェクト実施にあたっての課題、今後の展望など ３００文字程度 

課題は、ご飯づくりをしてくれるボランティアさんを確保しないと少しバタバタする時もあるな。と思いました。 

今後の展望は、約 1 ヵ月という長いお休みをどう過ごすのがいいのか。 

喜んでいただけた方や期待してくださっている方がいるので、その声に寄り添えるよう内容を考えていきたいで

す。 

子どもたちの思い出に残る楽しいイベントができるようにしていきたいと思います。 

 

５．参考資料 

 プロジェクトで作成したチラシ、パンフレットやマスコミで紹介された記事等のデータ。活動の様子がわか

る写真などを必ず別途ご提供ください 



 



 


